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情報活 用 カ リキ ュ ラム の 開発に 関する基礎研究
　　　　　　　　〜映像操作活動に 関す る学習 可能性 の 調査〜
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　小
・
中

・
高校学科の 一貫性の あ る情報活用 カ リキ ュ ラ ム 開発 の基 礎研 究 と して ，映像，音 声，図形，文字の 情

報を教 授一学 習 の 過程 に適応 し，その 活用 の 可能性に つ い て 1992年度か ら調査を進め て きて お り ， 本年 3月 に は

映像や 音声情報の 学習指導で の 活用 の 可 能性を調査 した 。 。 そ の結果，映 像情報に 関 して は，ノ1丶学 校 2年 生 段階

らコ ン ピ ュ
ータへ の 入 力 処理 が可 能 で あ り，4駕生段階で で は 入力した映像に 対 して 加工 が句能な こ と，音 声情

に 関 して は，ノト学校 1年生 段 階 か ら入力 が 可能で あ る こ と と が 明 らか に な っ た 。

〈 キー
ワ
ード〉　情報教育，情報 カ リキ ュ ラ ム，情報活用，映像情報，音声情報，学習評価

1．は じめ に

　情 報 活 用で 用 い られ る映像，音声，図形，文字の 各情 報 が ，
パ ー

ソナ ル コ ン ピ ュ
ータで 簡単 に利用 で きるよ うに な り，小

学 校か ら高等 学 校 まで の 多 様 な学 習指 導 の 場面 で ，その 適用

が 可能 とな っ て きた。特に，か つ ての 図形 と文字情報の 処理

を 中心 と した情報活用か ら，映像 や音声に 関 す る情報まで 広

く授業で 活用 され る よ うに なって きた 。
こ の 他 に 学校教育 で

は ，通 信や 計測 で の コ ン ピ ュ
ー

タ を活 用 した事例も多くな っ

て きたが，小学 校か らの 学習と指導の
一
貫性を考慮す る と，

特定の 教科を の ぞ き映像，音声，図形，文字の 情報の 処理 と

活用 が重要な要素 となって きて い る 。

　 そ こ で，コ ン ピ ュ
ー

タを罵 い た 映像，音声，図形，文寧情

報の 活用を，学校教育 に 位置 づ け るため に は，その 学習 の 可

能性 に つ い て 調 査分析す る必要が あり．そ れ に基づ き，小 ・

中 ・高等学校での
一
貫 した情報活用の カ リキ ュ ラ ム を構成 し，

具体的 な学 習指 導 を確立すべ きで あ る 。 こ の た め，1992年に

は 文字 と図形情報の 活用 に 関す る学 習 の 可能性に つ い て，小

学校，中学 校、高 等学 校 で 調 査 を実施 し，その 結果 を報告 し

た 。

　今回 は，映像 と音声情報の 活用 に 関す る学習可能性に つ い

て ，／博 鮫 3学年か ら 6学年 までを対象 に調 査 した 。 さ らに

ノ1、学校低学 年 に つ い て は．理 解状況 の 判断評 価 が 困 難な た め，
すで に 実施 されて い る授 業 の 記録を もと に，学 習 の 状 況 に つ

い て 検討 した 。こ れ らの 結果に つ い て 報告する 。

2 。映 像 ・音声情報の 学習 調査

　小学校 3年〜6年まで の 映像 ・音声情報活用の 可能性 に つ

い て は以下 の よ うな 調 査を 実施 した。 （な お ，調査の 詳細 に

つ い て は，研究グ ループの 高橋が別 に報告 す る。）

（1）小学 校 3年生に 対して の 調査

（a ）ta査 内容

  1 画面 に映像 と関連 す る音声 を記 録 し，再生 表示 の 聾 能性

　 につ い て

  ビ デオ カ メ ラに よ るパ ソ コ ン へ の 映像入 力 の 可 能｛生

 
一
般 の 授業で の 利用 が グループ学 習 とな る ことを予想 し，

　少人数の グル
ープ活 動で の 可 能性

を，映像や音を簡単 に 操作で きるマ ル チ メデ ィ ア 利用 ソ フ ト

「マ ル チ学習 カ
ード」 を小学校 3年生 で どの 程度使 え る か を，

映 像取 り込 み と音声入力の 面か ら調査 した 。

｛b綢 査対 象

A 校 3年生 1学級39名 （男子 18名 ・女子21名 ）

　 〔特徼〕本年度パ ソ コ ンが 2台 導入 され たが，まだ ほ とん

　どの 学習者が 利用 した こ とが ない 。

B校 3年 生 2学 級41名 （男 子 21名 di
女子20名）

　 〔特徴〕 入学 年度か ら学 校にパ ソ コ ンが 導 入され 時々 利用

　して い るが，今回の 調査 で使用 した機種 とは異 な る 。

Cc］グル
ープ構成

　  1 グル
ープ 7〜8 人の 男女混 合グル ープ。

　  実際 の 操作場面で は さ らに 3 人毎の グル
ープで 行 っ た。

  学習状況の 記録方法

　グル
ープ ごとに e

一
人の 評価者 （教師）で 学習活動の 状 況

を個 別 に 評価 し，そ れ に 基づ い て グル
ープの 総含評価を行 っ

た。すなわ ち，グル
ー

プで，次の i，li，童の カテ ゴ リーに

対 し 70 ％以上 の 学習者が該当す るグル ープ 数を記録 した 。

　 i…全体説明を聞い ただ けで 操作で きた 。

　 li…困 っ た とき に 少し助言 を与え る 程度で で き た 。

　 亜
…何 度 も助言 や手助 け を必要 と した。

｛e 馴定基準

　  何度失敗 して も，最終的 に で きれば 良い 。

　  児童 ど うしの 教え合い で で きた もの は，児童が 自力で で

　 きた と同等 に 判断する 。

  小学校 4年 5年 6年 に対 して の 調査

｛a 翩 査内容

　 3年生 の 内容に 加 え て，
  入力 した映像へ の 図形の 作成 ・合成の 可能性

  映像に あ っ た音声の 入力の 可能性

を，児 童
一

人
一

人に 操作方法の テ キス トを渡 し，そ れ を もと

に 活動 を進 め させ た。テ キ ス トに は 自己評 価欄を設 け，で き

た ら○ を つ け させ た。
｛b鯛査対象

　 哩駕 3学級84名　 5年 5学級正70 名 　 6 年 3 学級98名
（c瞠習項目と達 成状況

　各学習項目に つ い て 達成で きた 児童の パ ー
セ ン トは 表 1の

とお りで あ る。

　 　 　　 Xl 　学習項 目の 達成状況 　　　　　　　　　　　　（％）

　　亅　 ・ ・ …　　　 年
「
J ‘・・61＃’

　 闕 漏 で   を取 り込む ・ とが で きる。　 SL6

かい た 図形を保存する こ とがで きる。

B8 、　e

89 ．285

　 了

衷
示

作成した もの をみるこ とがで きるゆ

‡
8 、v

・L 一

5年
・5年生 は活動内容がよ く似て い るた め 　ま とめて 集言iした 。

i゚mURASE 　Koichiro：岐阜大学　
’ 2GOT

〔〕TadahikD：岐阜大学
s゚KATO

阿aoki ：岐阜大学
eSTAKAHAS

｝II｝liroyhukj：大垣市南小学校　
’STANAKA

　Masami：大垣市教育研 究所

ny
　
4WAKAYAMA

　Kan
，
　ichi『o ：東京電 機大 学

一36 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　工nformation

3，情 報活用 処 理 の 学習時期 の 検討

　前節で 述べ た 調査 結果を もとに，
（ア） 利用 の 方法を全員 に簡単に 説明 すれ ば，学 習 指導が可

　　能 にな る学年，
（イ） 特定 の 学 習者 が困 っ た と き，必要 に 応 じて 簡単に 説明

　　す れ ば学習指導が可能 に なる学 年，
に 分けて そ の 結果 を 表 に した （表 2 ）。 表中の ＊ はノJ丶学校低
学年で 教師の 観察や授業の 結果，こ れ まで の 授業報告を資料

と して ，学 習指 導が可 能 と考え られ る学年で あ る 。 なお r必
要 に 応 じて 説明」 以後の 学年は，無印で あ るが 学習指導可 能
な学 年で あ る 。

　すなわち，映像情報につ い て は，ビデ オ カメ ラ の 操作 は ほ

ぼ 3年生 で 可能で あ り，利 用 の 際 に 適 切な説明 が あれ ば 2年
生 の 段階で 可 能で あ っ た。映像 の 取 り込 み と音声の 取 り込 み

は，同様に 2年生段 階で 可 能で あ っ た 。 取り込 ん だ映像 の 大

表 2　 情報活用処 理 の学習 時期の 検討表

（映像 ・
音夷 情報 の 操 作）

教 材名／学 習 内容 ・学習行動目標

　 ビデオ カ メ ラ の 操作

ビデ オカ メラ とパ ソ コ ン を擯続で きる

ビデ オカ メ ラ を録 画状態に で き る

ビデ オ カ メ ラを波 写体 に 向け られ る

　 映像の 取込み と編集

映像の 取り込みが で きる

取り込ん だ 映像の 保存が で きる

課題 に あ っ た 映像 を選 択 で きる

画面が 重 な らな い よ うに 保存で きる

映像の大 きさを変え られ る

映像 の 取 り込 み た い 部分 を決 め られ る

画面 の 取 り込み た い 位 置に 映像 を置 け る

複数の 映像 を画面 で配 置で きる

映像 の上 に必 要な線や 図形を唇 き込 め る

編集 した画面 を保 存で きる

　 音声の 取 り込み

膏声の 入 力時間 を設定 で きる

設定 した時間内に 必要な こ とを音声表現 で きる

分 りや す く音声 表現で きる

マ イ クに 向か って しっ か り発 声で き る

取 り込ん だ音声を保存で きる

ア

濺

1

年

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

きさの 変更や位置を決め る こ と はほぼ 3年 生 で で きる よ うで

あ るが ．映像に 線や簡単な図形 を書き加え る等の 編集は 4年
生段 階 で 可 能で あ っ た 。 な お，＊ 印 は，そ の 内容 に つ い て 実

践例 が 報省 され て い る もの で あ り，適 切 な指導に よ っ て は学

習 で きる もの で ある 。

利用の 都度簡単に 説明
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4．お わりに

　小 ・中 ・高 等学 校 に お け る 梼報活用 の 処理能力は，学習者
の経験や 生活 環境 に よ り今後変わ ると考え られ る が，まず現

状 で の 状況 を調査 し，そ れを もとに カ リキ ュ ラ ム を構成 し資
料を作成しなければな らな い 。 こ の ため本研究で は，平成 4
年度に．墓 本 的 な コ ン ピ ュ

ー
タ の 操作，図 形，文字 に 関す る

情報活用 の 学習状況 を調査 し報告した 。 平成 5年度 に は ，映
像，音声情 報 の 活 用，さ らに 図 形，文 字情 報 との 連携 され た

情報活用 につ い て の 調査を行 っ た 。

　　　　　　　　　　　　　　 その 結 果，各学年 で の 映像，
　　　　　　　　　　　　　 音 声 情報の 利用の 可能性の 概

　　　　
イ

驪 　 懿撫 覊甫鸞 帳
　　　　　必要に応 じて 説明　 像，音声が 小学校低学 年よ り

　　　　　　　　　　　　　 表現活動に も利用 で きる こ と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 が 明 らか に な っ て きた。こ の

　　　　　　　　　　　　　 ため，今後 は更 に 各学年に対

　　　　　　　　　　　　　応 した映像，音声に 関 す る惰

　　　　　　　　　　　　　報処理の うち，映像の 多様 な

　　　　　　　　　　　　　加工処理 の 利絹の 可能性に つ

　　　　　　　　　　　　　 いて 調査を行い，各教科での

　　　　　　　　　　　　　 問 題解決，表現 活動 で 適用 す

　　　　　　　　　　　　　 る た めの カ リキ ュ ラム の 構成

　　　　　　　　　　　　　を進め る予定 で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　 この 研 究 を進め る に あた っ

　　　　　　　　　　　　　 て は，文 部省 ・山極隆主 任視

　　　　　　　　　　　　　学嘗 北 海道教育大挙 ・
中村

　　　　　　　　　　　　　紘 司教授．鹿 児 島大学 ・
園屋

　　　　　　　　　　　　　高志助教授 に，多大 な協力と

　　　　　　　　　　　　　助言 をい ただ い た 。 厚 く感謝

　　　　　　　　　　　　　 の意 を 表 します。

　　　　　　　　　　　　　　 なお，こ の 研 究 の一部 は，
　　　　　　　　　　　　　文部省調査研究 委託 に よ っ て

　　　　　　　　　　　　　行われ た こ とを付記す る。

＊ ：授 業で 利用 されて い る実 践例が あ り，簡単な映像．音声，図形処理が 可能であ る。
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